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６
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、

県
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。

　

さ
て
、
急
速
に
進
む
人
口
減

少
問
題
や
長
引
く
物
価
高
へ
の

対
応
な
ど
、
本
県
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り

ま
す
。
地
方
の
存
続
に
関
わ
る

　

本
県
が
直
面
す
る
最
も
大
き

な
課
題
の
一
つ
に
人
口
減
少
問

題
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
本
県

の
推
計
人
口
は
53
万
人
を
割
り

込
み
、
危
機
的
状
況
と
も
い
え

る
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
多
く
の
産
業
で
の
人
材
不

こ
う
し
た
様
々
な
課
題
に
対
し

て
は
、
県
民
の
英
知
を
結
集
し
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
創
意
工

夫
を
図
り
つ
つ
、
県
民
が
真
に

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
政
策
を

推
進
し
、
こ
こ
鳥
取
県
か
ら
新

た
な
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け

て
邁
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
知
事
と
と

も
に
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担

う
議
会
と
し
て
は
、
政
策
立
案

機
能
や
監
視
機
能
を
更
に
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
若
者
や
女

性
を
は
じ
め
県
民
の
多
様
な
意

足
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
担

い
手
不
足
な
ど
多
く
の
県
政
課

題
が
あ
り
ま
す
が
、
当
面
は
、

人
口
・
生
産
年
齢
人
口
が
減
少

す
る
こ
と
を
前
提
に
、
地
域
経

済
や
地
域
社
会
が
機
能
し
て
い

く
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う

県
議
会
は
、
県
政
へ
の
監
視
機

能
を
発
揮
し
、
政
策
立
案
機
能

を
高
め
、
一
人
一
人
の
議
員
の

力
が
発
揮
で
き
る
活
力
あ
る
議

第89代
鳥取県議会議長

福田　俊史

第83代
鳥取県議会副議長

浜田　一哉

  

新
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

  

新
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

新体制での鳥取県議会がスタート！

 議会運営委員会　（定数11人）

　議会を公正かつ円滑に運営するため、定例会の会期や議事日程など、議会の運営に関する事項などを
協議します。
◎中島　規夫（鳥取市・自民） 内田　博長（日野郡・自民） 浜崎　晋一（鳥取市・自民） 鹿島　　功（西伯郡・自民）

○尾崎　　薫（鳥取市・民主） 銀杏　泰利（鳥取市・公明） 野坂　道明（米子市・自民） 語堂　正範（東伯郡・自民）

　斉木　正一（米子市・自民） 興治　英夫（倉吉市・民主） 川部　　洋（倉吉市・自民）

各委員会の紹介各委員会の紹介

（◎：委員長、○：副委員長）

令和７年６月30日現在

 議会改革推進会議　（定数８人）

　議会の在り方及び当面の諸課題について協議又は調整を行います。
◎福田　俊史（八頭郡・自民） 市谷　知子（鳥取市・無所属） 安田　由毅（境港市・自民） 前原　茂 （米子市・公明）

　浜田　一哉（境港市・自民） 坂野経三郎（鳥取市・民主） 語堂　正範（東伯郡・自民） 村上泰二朗（西伯郡・民主）

（◎：座長）

見
に
耳
を
傾
け
て
県
政
に
反
映

さ
せ
る
な
ど
、
引
き
続
き
議
会

改
革
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
県
民
の
幸
福
と
地
域

の
更
な
る
発
展
を
追
求
す
る
べ

く
、
議
会
制
民
主
主
義
の
本
旨

に
の
っ
と
り
、
公
正
・
公
平
で

秩
序
あ
る
議
会
運
営
を
行
う
と

と
も
に
、
本
議
会
が
「
日
本
一

の
地
方
議
会
」
と
し
て
県
民
の

皆
様
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
、

遺
憾
な
く
そ
の
使
命
を
果
た
す

こ
と
が
出
来
る
よ
う
最
善
の
努

力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
県
民

の
皆
様
の
御
理
解
と
御
支
援
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
を
実
現
す
る
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。

　

私
は
議
長
を
補
佐
し
、
県
議

会
が
公
正
・
公
平
で
円
滑
に
運

営
で
き
る
よ
う
最
大
限
の
努
力

を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

とっとり県議会だより
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 人口減少社会問題調査特別委員会　（定数13人）

◎川部　　洋（倉吉市・自民） 福田　俊史（八頭郡・自民） 東田　義博（鳥取市・自民） 村上泰二朗（西伯郡・民主）

○鹿島　　功（西伯郡・自民） 坂野経三郎（鳥取市・民主） 入江　　誠（東伯郡・自民）

　内田　博長（日野郡・自民） 福浜　隆宏（鳥取市・無所属） 前田　伸一（鳥取市・公明）

　広谷　直樹（岩美郡・自民） 西村　弥子（米子市・無所属） 前住　孝行（八頭郡・無所属）

（◎：委員長、○：副委員長）

 常任委員会　
　議会に提案された議案等を専門的、能率的に審査及び調査します。

総務教育常任委員会 （定数９人）

政策統轄総局、令和の改新戦略本部、総務部、会計管理部、教
育委員会、監査委員及び人事委員会に関する事項並びに他の
常任委員会の所管に属さない事項について審査、調査します。

農林水産商工常任委員会 （定数９人）

商工労働部、農林水産部、企業局及び労働委員会に関する事
項について審査、調査します。

福祉生活病院常任委員会 （定数９人）

福祉保健部、子ども家庭部、生活環境部及び病院局に関する
事項について審査、調査します。

地域県土警察常任委員会 （定数８人）

輝く鳥取創造本部、男女協働未来創造本部、危機管理部、地
域社会振興部、県土整備部及び警察本部に関する事項につい
て審査、調査します。

◎島谷　龍司（鳥取市・自民） ○坂野経三郎（鳥取市・民主） 　　（正副議長、監査委員を除く全議員）

 決算審査特別委員会　（定数32人）

東田 義博
（鳥取市・自民）

委員長 副委員長

鳥羽 喜一
（倉吉市・自民）

福田 俊史
（八頭郡・自民）

安田 由毅
（境港市・自民）

興治 英夫
（倉吉市・民主）

山川 智帆
（米子市・無所属）

西村 弥子
（米子市・無所属）

島谷 龍司
（鳥取市・自民）

銀杏 泰利
（鳥取市・公明）

入江　誠
（東伯郡・自民）

委員長 副委員長

前田 伸一
（鳥取市・公明）

市谷 知子
（鳥取市・無所属）

語堂 正範
（東伯郡・自民）

伊藤　保
（東伯郡・民主）

村上泰二朗
（西伯郡・民主）

鹿島　功
（西伯郡・自民）

野坂 道明
（米子市・自民）

斉木 正一
（米子市・自民）

尾崎　薫
（鳥取市・民主）

委員長 副委員長

山本 暁子
（鳥取市・自民）

中島 規夫
（鳥取市・自民）

前住 孝行
（八頭郡・無所属）

広谷 直樹
（岩美郡・自民）

玉木 裕一
（鳥取市・無所属）

福浜 隆宏
（鳥取市・無所属）

川部　洋
（倉吉市・自民）

浜田 妙子
（米子市・民主）

河上 定弘
（米子市・自民）

委員長 副委員長

森 由美子
（米子市・自民）

坂野経三郎
（鳥取市・民主）

前原　茂
（米子市・公明）

浜崎 晋一
（鳥取市・自民）

松田　正
（米子市・無所属）

浜田 一哉
（境港市・自民）

内田 博長
（日野郡・自民）

総務教育
分科会

◇語堂　正範　川部　　洋　尾崎　　薫
　浜崎　晋一　野坂　道明　前住　孝行

福祉生活
分科会

◇安田　由毅　前田　伸一　森　由美子
　市谷　知子　河上　定弘
　坂野経三郎　鳥羽　喜一

地域県土
警察分科会

◇鹿島　　功　銀杏　泰利　福浜　隆宏
　斉木　正一　島谷　龍司　村上泰二朗

農林水産
商工分科会

◇前原　　茂　西村　弥子　山本　暁子
　興治　英夫　山川　智帆
　広谷　直樹　東田　義博

県営企業
分科会

◇浜田　妙子　中島　規夫　入江　　誠
　内田　博長　松田　　正　玉木　裕一

（◇：主査）

　
（◎：委員長、○：副委員長）

とっとり県議会だより


